
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもたちの元気な姿を見てるだけで、元気がもらえます。」 

 5 年生の三千院学習は厳しい状況のなかで、プログラムの半分を終えることができました。活動の中で聞い

た、印象深い言葉がたくさん思い出されます。 

・「この 3日間大切にしてほしいのは、三つの『アイ』あいさつ・出会い・助け合いです。」 

初日、出発前の集会で、副担任の高木先生。 

三千院。オリエンテーション・見学・数珠づくり・写経・法話・止観・清掃活動と、小堀御門主様をはじ

め、宇田総務部長様、園部様、関係の皆様にお世話になりました。 

・「息を吸って、吐いて、はいもう一度吸って、吐きながら『礼』」 

宇田さんの柔らかい声かけでみんなの呼吸がすーっと重なり、合掌がそろったのに驚き！ 

・「みなさんの美しい歌声、すばらしかった！」 

見学の途中で、お経をお納めする代わりに校歌を歌うことになりました。緊張の中歌いきった子どもたち

への、御門主からお褒めの言葉です。 

・「廊下のここは、だーっといっていいよ」  

掃除のときの園部さんのこの指示で、貴重なものばかりのお堂で緊張していたみんなが一気に解放された

ように、長い廊下と縁側を並んでぞうきんダッシュ。うれしそうな顔でした。 

  二日目。草生の公園で集合し、寂光院にごあいさつをすませ、いよいよ百井登山。 

・「みんな気をつけて行ってきて下さい。百井で待っています。」と分団の粉川さん。草生で見送った後、

百井まで来て下さいました。 

・「・・・、・・・・っ、・・・・！」 岩の多い厳しい登り坂では、呼吸の音だけが響きます。 

・「ひさしぶり、大きくなったなあ」 坂を登り切ると平坦な尾根の道に。看護師の平石さんがかつて９年

の修学旅行に帯同してくださった時、９年だった卒業生 Mくんと話しています。 

・「二度目の今日は、大丈夫です。」 

大丈夫ですかという私に、この日のために、事前に下見で登って下さったＰＴＡ細江会長。 

・「＃＄％＊￥？＋や」「ほな〇×＠￥！＃％か？」「ちがう、△〇×＠％＃＆やで」 

楽しそうに丸田先生と男子二人の、ああ言えばこう言うという会話が漫才のようです。 

・「子どもたちの元気な姿を見てるだけで、元気がもらえます。」百井で昼食のお世話をして下さった地域

の皆さんにお礼を言うと、笑顔でこう返してくださいました。 

・「何か食べたいものはありますか？」「トウモロコシ下さい！」「なんでやねん、お肉やろ（笑）」は 5年

生のやりとり。お肉がまだいっぱいあるのに！ 

・「学校がなくなるということは、寂しいことです。」百井分校の閉校のお話のなかで林さん。 

 

「私たちはみんな、人生の中で注意を向けて聴いてきたものの集大成なのです。」 

(ケイト・マーフィー『LISTEN』より) 

大原のみなさんの温かい言葉が、子どもたち一人ひとりを形作り、そして私を形作っていく。大切な時間で

した。お忙しい中、お手伝いいただいた皆様、本当にありがとうございました。 

京都大原学院 校長 瀧本祐一郎 

 

 
令和４年９月３０日 

京 都 大 原 学 院  

校長 瀧本 祐一郎 

 



しば漬け体験 ３・４年生 ９月２日（金）   

3・４年生が種から育ててきた赤シソを収穫して、しば漬けを作

りました。昨年は感染防止のために来ていただくことができなかっ

た京都府漬物協同組合青年部の方々に、今年は教わることがで

きました。一枚一枚、赤シソの葉を摘み取り、たらいが一杯になる

までナスとキュウリを切り、塩と赤シソと切った野菜を「おいしくな

あれ、おいしくなあれ」と願いながらしっかり混ぜて、今年の仕込

みが終わりました。この後は、志ば久さんができあがるまでお世話

をしてくださいます。今年も色鮮やかに仕上がりますように。 

稲刈り 中期ブロック ９月１２日（月） 

今年も稲刈りの季節がやってきました。大原に赴任した教職員

は、毎年９月という季節を稲刈りで感じる人が多いです。例年通り、

５，６，７年で協力して行いました。今年は縦割りではなく、各学年で

３人組になり、刈る人、束ねる人と分担して作業しました。真夏のよ

うな暑さだったため、熱中症に気を付けて、水分補給をしながら最

後までがんばりました。刈った稲は学校のテニスコートに持ってき

て、乾燥させています。台風１４号の影響で飛ばされないか心配しましたが、無事に通過したのでホッとしま

した。１０月２７日の収穫祭で美味しく食べるのが楽しみです。 

三千院（宿泊）学習 ―５年生がお世話になりましたー 
９月１４日（水）～１５日（木）に、５年生が三千院（宿泊）学習を行い

ました。５年生の合言葉は「あいさつ」「出会い」「助け合い」の３つの

「愛（あい）」。今年も多くの方々に協力していただき、学習を進めまし

た。 

１日目は三千院で数珠作りをしたあと、写経や法話を学びました。

「動く止観指導」も教えていただき、体を動かすのが好きな学院生は、

止観指導が終わってからも、自分でおさらいしている姿がありました。 

２日目は百井までの登山と、百井分校の見学でした。コロナ禍にな

って以来、登山を断念してきましたが、今年は行うことができました。消

防分団のみなさん、駐在所や大原記念病院の職員の方、卒業生、そし

て学校運営協議会からもご参加いただきました。地域の方々に見守ら

れ、百井分校まで１０ｋｍ以上ある道

のりを歩きました。百井分校では、お

腹いっぱいお昼ご飯を食べてから、

百井にお住まいの林さんより、百井地域の話や分校で授業が行われてい

たころの話をしていただきました。 

分校での活動後、予定では龍池学舎でのキャンプファイヤーや宿泊、３

日目の大原工房での創作活動を行う予定でしたが、感染拡大防止のた

め、急遽中止することになりました。学院生も、教職員も、とても残念な気

持ちでいっぱいです。中止となった活動については、プログラムを組み替

えて、後日行えるように調整しています。 

 



チャレンジ体験報告会 ７～９年生 ９月２０日（火） 
８年生が、６月に行ったチャレンジ体験の報告会を、本館多目的室で

行いました。今年度お世話になったのは保育園・飲食店・本屋・衣料品

店・ペットショップです。なぜその事業所を選んだのか、一人ひとり目的

がはっきりしていました。自分が知りたいことを店員さんに聞くことで、

予想していた以上に深く考えられたり、自分の苦手なことに、あえてチャ

レンジしようという気持ちで臨んだり、目標を達成できたことがよく伝わ

ってきました。報告会に参加していた 7年生・９年生・保護者・教職員か

らの質問にも、自分の考えをしっかり答えることができていて、チャレンジ体験での経験が成長につながって

いるのが分かりました。「失敗することが悪いことじゃないと分かりました。」と振り返っている姿に、自分たち

の未来を切り開いていくたくましさを感じました。 

大原消防分団見学 ４年生 ９月２２日（木） 
４年生が、大原消防分団の詰所へ見学に行きました。詰所の倉庫の中

には、大雨や火災に備えて、いろいろな道具が並んでいました。「どんなこ

とに使うのですか」という子ども達の質問に、消防分団の方が一つ一つ丁

寧に答えてくださいました。 

災害が起きたときに、「自分たちの町は自分たちで守る」という熱い思

いをもった団員の皆様によって、大原は守られています。団員名簿を見せて

いただくと「あ、お父さん！」「この人知ってる！」と、学院生から声が聞こえてきました。災害時、近所にどんな

人が住んでいるのか、お互いに知っていることはとても大切です。現在は５０名近くの方が大原消防団員と

して活動されているそうです。大原の素敵をまた一つ知ることができた社会見学でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 文化祭のお知らせ 

文化祭スローガン Let’s enjoy 開け!! 物語の扉!! 
演じよう 

◇日時 令和４年１０月１４日（金） ８：５０開演 

◇場所 京都大原学院 体育館 

 

・今年度も、感染拡大防止のため、参観は学院生のご家族に 

限らせていただきます。 

・マスク着用の上、行事参加票・上履きをご持参ください。 

・詳細については、別途配布したプリントをご覧ください。 

エンジョイ 



 

 
 
 

令和４年度 学校教育目標 

大原のゆとりある心を 自信をもって伝えられる子に！ 

 


